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研究成果の概要（和文）：我々は、１）構成員の匿名性の維持、２）利害関係を大幅に変化させるような外部装置を用
いない、という二つの基準を満足させ、かつ、協力関係を形成・維持すると考えられる三つの仕組み（①協力・協調の
難易度の段階的変化、②変化の内生性、③目標値の調整）について考察を行なった。その結果、上記三つの仕組みが鹿
狩りゲームの調整問題を解決するのに有効であり、かつ、多値選択型の囚人のジレンマにおける協力の失敗の解決にも
有効であることがわかった。囚人のジレンマは環境問題などと構造的に同型であり、鹿狩りゲームは年金未納問題と構
造的に同型と考えられるので、この研究成果は現実の様々な問題解決の糸口となることが期待できる。

研究成果の概要（英文）：We examine three tools that can enhance coordination success in a repeated 
multiple-choice coordination game. Gradualism means that the game starts as an easy coordination problem 
and moves gradually to a more difficult one. The Endogenous Ascending mechanism implies that a gradual 
increase in the upper bound of coordination occurs only if coordination with the Pareto superior 
equilibrium in a stage game is attained. The Endogenous Descending mechanism requires that when the 
game’s participants fail to coordinate, the level of the next coordination game be adjusted such that 
the game becomes simpler. Our laboratory experiment proves that a mechanism that combines these three 
tools, herein termed the “Gradualism-Endogenous Ascending-Endogenous Descending (GEAD)” mechanism, 
works well.

研究分野：実験経済学、行動経済学、制度の経済学
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１．研究開始当初の背景 
囚人のジレンマ・鹿狩りゲームはそれぞ
れ、協力・協調の失敗を引き起こす状況とし
て広く知られている。本研究では、これらの
ゲームを繰り返し行う状況下で協力・協調を
導くと期待できる三つの仕組み、すなわち、
①協力・協調の難易度の段階的変化、②変化
の内生性、③目標値の調整、について理論・
実験により考察する。これらの仕組みは、匿
名性の高い現代社会において解決が難しい
ジレンマ、また、権力の干渉の余地の小さい
国家間の問題や個人裁量の範囲内の問題に
も適用可能と考えられ、それゆえ外的妥当性
が高く、応用範囲も広いと考えられる。 
先行研究においても、同一の目的意識の
もと様々な仕組みが提案されている。例えば、
コミュニケーション、集団間競争、報酬・懲
罰制度などが有効であることが確認されて
いる。しかしながら、これらの仕組みは、適
用範囲の広い仕組みが持つべき二つの基準
を満足していないように思われる。一点目の
基準は構成員の匿名性の維持である。この基
準により構成員間のコミュニケーションや
集団間競争などの方法は排除される。この基
準を重視する理由は、そもそも現代社会にお
いて協力の失敗が問題視されるようになっ
た一つの理由に、都市化・インターネットの
発達による社会構成員間の匿名性の高まり
を挙げることができるからである。実験経済
学・社会心理学は「高い匿名性は協力関係の
維持を困難にする」ことを指摘し、現実に匿
名性は高まっていることから、高い匿名性の
下でも協力行動を達成・維持する仕組みを考
案することが重要であると考えられる。第二
の基準は、利害関係を大幅に変化させるよう
な外部装置を用いないことである。これによ
り、非協力者に懲罰を与える、協力者に報奨
金を与える、といった外部インセンティブは
排除される。第二の基準を用いる理由は、現
在、問題視されている状況の多くは、外部装
置を用いる機関（国家）の目の届かない範囲
に存在するか（個人のゴミ捨て問題）、目が
届いても個人の自由裁量の範囲内の問題か
（国民年金の支払い）、あるいはそもそもそ
のような外部装置の存在しない領域（国家間
の軍拡競争、保護貿易、国際環境破壊問題な
ど）にあるからである。 
 
２．研究の目的 
我々は、１）構成員の匿名性を維持し、２）
利害関係を大幅に変化させるような外部装
置を用いない、という上記の二つの基準を満
足させ、かつ、協力関係を形成・維持すると
考えられる三つの仕組み（①協力・協調の難
易度の段階的変化、②変化の内生性、③目標
値の調整）について考察を行なった。 
ここで、三つの仕組みに関して詳しく説明
したい（ただし、以下の説明はすべて、鹿狩
りゲームを念頭に置いたものである）。まず、
我々は、二値選択型（協力か非協力か）のゲ

ームではなく、より現実に近い多値選択型
（低協力水準から高協力水準までの範囲か
らの離散選択）のゲームを用いる。具体的に
言えば、0 を最低協力水準、m を最高協力水
準として、{0, 1, …, m} から任意の協力水
準を選ぶようなゲームを用いる（我々が実際
に実験で使用する選択水準に関しては図２
を参照されたい）。 
第一の仕組みは、協力を達成することが簡
単なゲームから始めて、徐々に難易度の高い
ゲームへと移行していくことにある。具体的
に言えば、最初は {0, 1} からの選択から始
め、次は {0, 1, 2} からの選択、その次は {0, 
1, 2, 3} から、…、第 m 回目は {0, 1, …, 
m} からの選択、というように選択できる協
力水準の値が段階的に変化していくのであ
る。このような難易度の段階的変化は、人々
が他者の協力傾向を瀬踏みしながら意思決
定していくことを可能にし、より困難な条件
下での協力関係実現を可能にしていくよう
に思われる。このような段階的変化が二値選
択型の鹿狩りゲームにおいてうまく機能す
ることは Ye et al. (2011)によって指摘さ
れており、我々はそれが多値選択型でも機能
することを確認する。 
第二の仕組みは、選択できる協力水準の上
限の変化は、前回に全員が協力行動を選んだ
時にのみ起こるという、変化の内生性である。
変化が内生的である時、参加者たちは自分の
行動とそれが生み出す結果の関係を理解し
やすく、それゆえ協力行動を選択しやすくな
ると考えられる。また、様々な先行研究は、
変化が自身の選択の結果により内生的に決
まった時と、外生的に押し付けられた時とで
は、他の状況が同じであっても参加者の行動
が大きく異なることを明らかにしている。例
えば、内生的に定まった制度はより好意的に
受け入れられ、公共財供給ゲームなどにおい
てはより高い協力水準が選ばれるようにな
ることが知られている(Tyran and Feld, 
2006)。 
第三の仕組みは、協力行動に失敗した場合
には、ゲームの難易度（つまり、選択の上限）
が適宜修正されていくという、上限（目標値）
調整の仕組みである。この仕組みには、一方
では、失敗後の関係修復を容易にするという
復元の効果と、他方では、非協力行動を抑止
する効果（自分の非協力が自らの高利得獲得
の機会を剥奪することにつながるから非協
力を控える）があると考えられる。 
以上の議論から、三つの仕組みは、多値選
択型の鹿狩りゲームにおいて高協力状態を
形成・維持できるように働くと考えられる。 
本研究の第一の目標は、上記三つの仕組み
が鹿狩りゲームの調整問題を解決するのに
有効であることを、被験者実験を用いて明ら
かにすることである。本研究の第二の目標は、
これらの仕組みが、多値選択型の囚人のジレ
ンマにおける協力の失敗の解決にも有効で
あるのかを検討することである。 



「全員が合理的プレイヤーである」という
一般的なゲーム理論の前提の下では、有限回
繰り返し囚人のジレンマでは、毎期非協力を
選択し続けることが唯一のゲーム理論から
の予測となり、したがって、上記の仕組みが
有効に機能するとは考えにくい。しかしなが
ら、我々の理論分析の結果、集団内に一定割
合の利他主義者が存在すれば、残りの利己的
プレイヤーが利他的プレイヤーの行動を織
り込むことにより、協力行動を選択し続ける
ことが利己的プレイヤーの利益にかない、そ
れゆえ部分ゲーム完全均衡となることが明
らかにされた。現実世界に一定割合の利他主
義者が存在することは明らかであり、それを
前提とするなら、上記三つの仕組みにも協力
形成・維持の効果があると期待できるのであ
る。 
 
３．研究の方法 
平成 25 年度は、三つの仕組み（段階的変
化、内生性、目標値調整）が鹿狩りゲームに
おいて高協力を形成・維持するのにどのよう
な効果があるのかを明らかするために集団
実験を実施した。三つの仕組みの組み合わせ
を変えることで実験条件を設定し、これらの
仕組みの効果を明らかにできた。平成 26 年
度は、鹿狩りゲーム実験のデザインを踏襲し
つつ必要に応じて適宜修正していきながら、
これらの仕組みが、囚人のジレンマ解決に効
果的であるのかどうかを検討し、予想通りの
結果を得た。平成 27 年度は研究成果のまと
め・公表し、2 本の英語論文を国際査読付き
雑誌に投稿した（結果としてこれら日本の論
文が受理され、掲載されることとなった）。 
 
４．研究成果 
実験研究の結果、上記三つの仕組みが鹿狩
りゲームの調整問題を解決するのに有効で
あり（図 1 参照）、かつ、多値選択型の囚人
のジレンマにおける協力の失敗の解決にも
有効であることがわかった（図２参照）。 
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*3 つの仕組みを兼ね備えた GEAD の曲線が最
も高い協力率を示している。 
 
 
 

図２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
*3 つの仕組みを兼ね備えた S-IR の曲線が最
も高い協力率を示している。 
 
囚人のジレンマは環境問題などと構造的に
同型であり、鹿狩りゲームは年金未納問題と
構造的に同型と考えられるので、この研究成
果は現実の様々な問題解決の糸口となるこ
とが期待できる。 
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